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1. 授業の概要（ねらい）
　本授業は、小学校国語科における教育目標、必要な資質・能力の理解を深めるとともに、国語科の意義や指導法につ
いて具体的に学ぶ。学習指導要領に示された国語科の目標や内容と、背景となる理論と関連させて探求していく。
国語の学習は、「言葉の力」を身に付けることが大きな目標であるが、言葉によってものの見方・考え方を深めたり、他教科
の学習に生きて働く言語活用能力を身に付けたり、言語生活の幅を広げたりするといったさまざまな役割を担っている。そ
こで、言葉の学習に関する基礎・基本を、具体的な教材や授業事例を通して理解していく。また、具体的な国語科授業を想
定し、授業設計を行う方法を身に付ける。さらに、対話的学びを通して自分自身の「言葉の力」の伸長を図る。

2. 授業の到達目標
(1)学習指導要領における国語科の目標及び主な内容並びに全体構造を理解している。
(2)個別の学習内容について指導上の留意点を理解している。
(3)国語科の学習評価の考え方を理解している。
(4)国語科の背景となる学問領域との関係を理解し、教材研究に活用することができる。
(5)子供の認識や思考、学力などの実態を視野に入れた授業設計の重要性を理解している。
(6)国語科の特性に応じた情報機器及び教材の効果的な活用法を理解し、授業設計に活用することができる。
(7)学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成することができる。
(8)模擬授業の実施とその振り返りをとして、授業改善の視点を身に付けている。

3. 成績評価の方法および基準
・毎時間の課題：対話的な学びを通して得た気付きを論理的に書いてまとめる。（30％）
・教材研究レポート：２つ以上の文献を比較して読み、教材研究レポートとしてまとめる。（30％）
・学習指導案の作成と模擬授業（30％）
・テスト：学習指導要領の内容と国語科学習用語の意味を理解し論述する。（10％）

4. 教科書・参考文献
教科書
文部科学省　『小学校学習指導要領解説　国語編』（購入する）　東洋館出版社
帝京大学初等教育研究会　『小学校教師の専門性育成』2020年　現代書館
※以下は参考資料で、必ず購入しなくてもよい。その他、参考資料についてはプリント資料にて授業内で紹介する。
参考文献
岩﨑淳他３名編著　『言語活動中心　国語概説－小学校教師を目指す人のために－』　　学文社
中原國明・大熊徹 他編著　『国語科授業用語の手引き』　教育出版
久米公編著　『漢字指導の手引き　第八版』　教育出版

5. 準備学修の内容
・授業で扱う教材について、資料を比較して教材研究をする。
・模擬授業は一人ずつ二回実施する。学習指導案と教具や掲示資料を作成する。
・授業ポートフォリオ（学習記録）を作成し、今後の学びに役立てる。

6. その他履修上の注意事項
・小学校教員免許取得希望者の受講とする。1年次の「国語科概論」と連動している。その際の資料も予習・復習として活
用するとよい。
・授業者、学習指導案作成者、板書資料作成者などでチームを組み、模擬授業を行う。模擬授業は、希望者でチームを結
成し、その中の授業者が授業を行う。T・Tでもよい。グループでの相談、作業はチームで協力して行う。その他、児童役とし
ても積極的に参加し、児童の立場になって国語学習についての理解を深める。
・人数には限りがあるが、積極的に模擬授業を行う。
小テストは必ず受けること。受けられなかった場合にはレポートを提出するなどの方法で代替えをする。

7. 授業内容
【第１回】 オリエンテーション：小学校国語科教育の概要とその問題について学ぶ。【到達目標(1)】

・授業の目標、内容、進め方、成績評価について理解する。
・小学校国語科の目標と内容の概要を理解する。

【第２回】 「指導と評価」を生かした授業設計について学ぶ。【到達目標(3)(5)】
・指導と評価の一体化について理解する。
・国語科における評価規準と評価方法について理解する。

【第３回】 国語科の教材研究：「読むこと」①説明的文章について学ぶ。【到達目標(2)(4)】
・「読むこと」の学習過程（構造と内容の把握、精査・解釈、考えの形成、共有）を理解する。
・論理的思考力を育成する指導法について考える。

【第４回】 国語科学習指導案の１時間の構成と意味について学ぶ。【到達目標(5)(7)】
・国語科学習指導案の構成と内容を理解する。
・子供の実態に対応した教師の指導について考える。

【第５回】 国語科学習指導案の単元の構成と意味について学ぶ。【到達目標(6)(7)】
・国語科学習指導案の単元指導計画の構成と内容を理解する。
・言語活動を通して指導事項を身に付ける国語科学習について考える。

【第６回】 国語科の教材研究：「読むこと」②文学的文章について学ぶ。【到達目標(2)(4)】
・「読むこと」の言語活動について理解する。
・語りの構造を読むことについて考える。

【第７回】 国語科の教材研究：「話すこと・聞くこと」①スピーチ系列について学ぶ。【到達目標(2)(4)】
・「話すこと・聞くこと」の学習過程について理解する。
・対話的な学びについて考える。



【第８回】 国語科の教材研究：「話すこと・聞くこと」②討論について学ぶ。【到達目標(2)(4)】
・「話し合うこと」の学習過程について理解する。
・「話し合うこと」の言語活動について考える。　

【第９回】 模擬授業①「読むこと」の学習指導案を作成し模擬授業を実践する。【到達目標(7)(8)】
・「読むこと」の模擬授業を実施し相互評価により改善案を考える。
・学習者の視点から国語科授業を再考する。

【第10回】 国語科の教材研究：「知識及び技能」①言葉の特徴や使い方に関する事項・情報の扱い方に関する事項について
学ぶ。【到達目標(2)(4)】
・「知識及び技能」の内容を理解する。
・「思考力、判断力、表現力等」の内容と関連付けて具体的な指導法を考える。

【第11回】 国語科の教材研究：「知識及び技能」②我が国の言語文化に関する事項について学ぶ。【到達目標(2)(4)】
・「言語文化」の内容を理解する。
・「思考力、判断力、表現力等」の内容と関連付けて具体的な指導法を考える。

【第12回】 国語科教材研究：「書くこと」①取材・構成について学ぶ。【到達目標(2)(4)】
・「書くこと」の学習過程について理解する。
・図表を用いた「書くこと」の学習について考える。

【第13回】 国語科教材研究：「書くこと」②考えの形成・記述・推敲・共有について学ぶ。【到達目標(2)(4)】
・「書くこと」の言語活動について理解する。
・「書くこと」の指導と評価について考える。

【第14回】 模擬授業②「知識及び技能」の学習指導案を作成し模擬授業を実践する。【到達目標(7)(8)】
・「知識及び技能」の模擬授業を実施し相互評価により改善案を考える。
・前回の模擬授業から得た改善の視点からの変容について考える。

【第15回】 まとめ及びテスト：これからの国語科教育について考える。【到達目標(1)(2)(3)】
・国語科学習指導要領の内容及び全体構造を理解し、習得した学習用語を用いて説明する。


